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西川英知、田野智之、アハマド シャリフ ウディン、葛西宗江、永澤秀子、宇都義

浩、掘均、佐藤光信：低酸素細胞放射線増感剤TX-1877 誘導体のTh1 ケモカイン誘導

と抗腫瘍効果 

31. 第５5 回日本口腔科学会総会（２００１）；○岡本正人、押川哲也、大江剛、古市幸子、

西川英知、田野智之、宇山佳代、吉田秀夫、佐藤光信：溶連菌由来複合糖質の抗腫瘍

活性はToll-like receptor 4 を介して発揮される 

32. 92nd Annual Meeting of American Association for Cancer Research (2001); ○

Okamoto, M., Oshikawa, T., Ohe, G., Nishikawa, H., Furuichi, S., Tano, T., Uyama, 

K., Matsubara, T., Saito, M., and Sato, M.: Impaired anti-cancer effect of 

lipoteichoic acid-related molecule isolated from a penicillin-killed streptococcus 

pyogenes in toll-like receptor 4-deficient mice 

33. 第１３回日本バイオセラピー学会学術集会総会（２０００）；○岡本正人、大江剛、

押川哲也、西川英知、古市幸子、宇山佳代、田野智之、佐藤光信：OK-432 由来リポ

タイコ酸関連複合糖質の抗腫瘍活性はToll-like receptor 4 欠損マウスにおいて消失

する 

34. 第 30 回日本免疫学会総会学術集会（２０００）；○岡本正人、大江剛、押川哲也、西

川英知、古市幸子、宇山佳代、田野智之、吉田秀夫、佐藤光信：溶連菌製剤OK-432

由来リポタイコ酸関連複合糖質のTh1 サイトカイン誘導活性；Toll-like receptor 4 を



介したシグナル伝達 

35. 第 30 回日本免疫学会総会学術集会（２０００）；○押川哲也、岡本正人、大江剛、古

市幸子、西川英知、宇山佳代、田野智之、板東高志、吉田秀夫、佐藤光信：溶連菌製

剤OK-432 由来複合糖質のTh1 サイトカイン誘導活性におけるペニシリン処理の影響 

36. 第 30 回日本免疫学会総会学術集会（２０００）；○大江剛、岡本正人、押川哲也、西

川英知、古市幸子、宇山佳代、田野智之、板東高志、坂井徹、姫野國祐、佐藤光信、

大久保進也：寄生植物ナンバンキセル由来 55kD蛋白のNOおよびケモカイン誘導能と

抗腫瘍活性 

37. 第 45 回日本口腔外科学会総会（２０００）；○岡本正人、大江剛、西川英知、古市幸

子、田野智之、宇山佳代、板東高志、佐藤光信：ペニシリン処理A群溶血性連鎖球菌

より抗腫瘍免疫活性化分子の分離 

38. 第 59 回日本癌学会（２０００）；○岡本正人、押川哲也、大江剛、西川英知、古市幸

子、宇山佳代、田野智之、板東高志、佐藤光信：溶連菌由来リポタイコ酸標品のサイ

トカイン誘導活性におけるペニシリン処理の影響 

39. 第 59 回日本癌学会（２０００）；○大江剛、岡本正人、押川哲也、西川英知、古市幸

子、宇山佳代、田野智之、板東高志、酒井徹、姫野國祐、佐藤光信、大久保新也：寄

生植物ナンバンキセル由来 55KDa蛋白のサイトカイン誘導能および抗腫瘍活性 

40. 第 59 回日本癌学会（２０００）；○古市幸子、岡本正人、葛西宗江、押川哲也、大江

剛、西川英知、宇山佳代、田野智之、永澤秀子、宇都義浩、掘 均、佐藤光信：低酸

素細胞放射線増感剤TX-1877 誘導体のnitric oxide (NO)およびケモカイン誘導能と抗

腫瘍活性 

41. 第２４回日本頭頸部腫瘍学会（２０００）；○岡本正人、大江剛、押川哲也、西川英

知、古市幸子、吉田秀夫、佐藤光信：溶連菌よりアフィニティクロマトグラフィを用

いた抗腫瘍免疫活性化分子の分離 

42. 第１０回日本口腔粘膜学会総会（２０００）；○古市幸子、岡本正人、日浦賢治、大

江剛、大庭泰夫、寺井邦博、西川英知、押川哲也、吉田秀夫、佐藤光信：口腔癌の顎

骨浸潤おけるIL-6 の役割 

43. 第５４回日本口腔科学会総会（２０００）；○岡本正人、押川哲也、大江剛、西川英

知、古市幸子、板東高志、吉田秀夫、佐藤光信：OK-432 由来複合糖質のTh2 系担癌

マウスにおけるTh1 サイトカイン誘導と抗腫瘍活性 

44. 91st Annual Meeting of American Association for Cancer Research (2000)； 

Cytokine-inducing and antitumor effects of lipoteichoic acid-related molecule 

isolated from ok-432, a streptococcal preparation, in athymic mice.: Masato 



Okamoto, Go Ohe, Tetsuya Oshikawa, Hidetomo Nishikawa, Sachiko Furuichi, 

Hideo Yoshida, Takashi Matsuno, Motoo Saito, and Mitsunobu Sato 

45. 第１2 回日本バイオセラピイ学会学術集会総会（１９９９）；○岡本正人、大江剛、押

川哲也、西川英知、古市幸子、吉田秀夫、佐藤光信：溶連菌由来リポタイコ酸標品の

担癌ヌードマウスにおけるTh1 サイトカイン誘導能と抗腫瘍活性 

46. 第１2 回日本バイオセラピイ学会学術集会総会（１９９９）；○大江剛、岡本正人、押

川哲也、西川英知、古市幸子、板東高志、酒井徹、姫野國祐、佐藤光信、大久保新也：

寄生植物ナンバンキセルよりサイトカイン誘導構造の分離 

47. 第２９回日本免疫学会学術総会（１９９９）；○岡本正人、大江剛、押川哲也、西川

英知、古市幸子、吉田秀夫、佐藤光信：溶連菌由来リポタイコ酸関連標品によるIL-18

の誘導 

48. 第 58 回日本癌学会総会（１９９９）；○岡本正人、合田永、大江剛、押川哲也、吉

田秀夫、佐藤光信：溶連菌製剤OK-432 由来リポタイコ酸関連標品によるIL-18 の誘

導 

49. 第 58 回日本癌学会総会（１９９９）；○大江剛、岡本正人、合田永、押川哲也、板

東高志、佐藤光信、伊藤義博、酒井徹、姫野國祐、大久保新也：単クローン抗体によ

る寄生植物ナンバンキセルのTh1 サイトカイン誘導構造の抽出 

50. 第５３回日本口腔科学会総会（１９９９）；○岡本正人、合田永、大江剛、吉田秀夫、

佐藤光信：溶連菌由来リポタイコ酸標品によるTh1-type サイトカインの誘導 

51. 第５３回日本口腔科学会総会（１９９９）；○合田永,  岡本正人, 大江剛, 吉田秀夫, 佐

藤光信：溶連菌由来リポタイコ酸標品のサイトカイン誘導能と抗腫瘍活性；放射線治

療および抗癌剤ベスナリノンとの併用効果 

52. 90th Annual Meeting of the American Association for Cancer Research (1999)； 

Okamoto, M., Gohda, H., Ohe, G., Yoshida, H., Matsuno, T., Saito, M., and Sato, 

M.: Lipoteichoic acid-related molecule isolated from OK-432, a streptococcal 

preparation, is a potent inducer of Th1-type cytokines in vitro. 

53. The 5th Internet World Congress on Biomedical Sciences (1999)；○Okamoto, M., 

Gohda, H., Ohe, G., Yoshida, H., and Sato, M.: Induction of Th1-type cytokines in 

vitro by lipoteichoic acid-related molecule isolated from OK-432, a streptococcal 

preparation. 

54. 第２８回日本免疫学会学術総会（１９９９）；○岡本正人、合田永、大江剛、吉田秀

夫、佐藤光信：溶連菌製剤OK-432 より調製したリポタイコ酸標品によるTh1-typeサ

イトカインの誘導 



55. 第１１回日本BRM学会学術総会（１９９８）；○岡本正人、合田永、大江剛、佐藤光

信：OK-432 より分離したリポタイコ酸標品のTh1-typeサイトカイン誘導活性 

56. 第 57 回日本癌学会総会（１９９８）；○佐藤光信、岡本正人、合田永、大江剛、吉田

秀夫：溶連菌製剤OK-432 より調製したリポタイコ酸関連物質含有リポソームのサイ

トカイン誘導と抗腫瘍活性 

57. 第 57 回日本癌学会総会（１９９８）；○岡本正人、日浦賢治、大江剛、大庭泰夫、寺

井邦博、合田永、吉田秀夫、佐藤光信：口腔癌細胞由来IL-6 による破骨細胞性骨吸収

の増強ならびに骨吸収かへの癌細胞の遊走；口腔癌細胞の骨浸潤のメカニズム 

58. 第 63 回日本インターフェロン・サイトカイン学会総会・学術集会（１９９８）；○岡

本正人、合田永、大江剛、吉田秀夫、佐藤光信：溶運菌製剤OK−43Zより調製したリ

ポタイコ酸標品によるTh1 typeサイトカインの誘導 

59. 第 52 回日本口腔科学会総会（１９９８）；○岡本正人、大江剛、吉田秀夫、佐藤光信：

溶連菌製剤OK−432 より調製した 1FN−γ誘導物質含有リポソームのサイトカイン誘

導能と抗腫瘍活性 

60. 89th Annual Meeting of the American Association for Cancer Research (1998)； 

Okamoto, M., Hiura, K., Ohba, Y., Ohe G., Sumitani, K., Yoshida, H., and Sato, M.: 

Interleukin-6 secreted by oral cancer cells accelerates osteoclastic bone resorption; 

One of the mechanisms for bone invasion of oral cancer.  

61. 89th Annual Meeting of the American Association for Cancer Research (1998)；

Sato, M., Okamoto, M., Ohe, G., Yoshida, H., 'Moriya, Y., and 'Saito, M.: 

Cytokine-inducing and anti-tumor activity of liposome-incorporated 

interferon-7-inducing molecule derived from OK-432. 

 

⑤ その他 

1. 文部省科学研究費補助金交付研究題目（平成１８年度）；18799008 若手研究(B) 大

江剛 MSF を分子標的とした口腔癌の浸潤抑制に関する基礎的研究 ２，２００，

０００円 

 

 


